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いとしまし

いとしまし

けんりじょうれい

全
すべ

てのこどもとともに、オール糸
いと

島
しま

で『こどもにやさしいまちづくり』！

　世
せかいじゅう
界中の全

すべ
ての人

ひと
は、生

う
まれながらにして基

きほんてきじんけん
本的人権をもってお

り、「こどもの権
けん
利
り
」とは、大

おとな
人により守

まも
られる（権

けん
利
り
を保

ほしょう
障する）

必
ひつ
要
よう
がある、「こどもの基

きほんてきじんけん
本的人権」です。大

おとな
人には、全

すべ
てのこど

もを「守
まも
るべき存

そん
在
ざい
」として理

り
解
かい
するだけではなく、自

じ
分
ぶん
らしく、

健
すこ
やかに育

そだ
つために、一

ひと
人
り
ひとりが権

けん
利
り
の主

しゅ
体
たい
であることや、こど

も自
じ
身
しん
の意

い
思
し
で権

けん
利
り
を使

つか
っていく存

そん
在
ざい
であることも理

り
解
かい
し、こども

の権
けん
利
り
を保

ほ
障
しょう
する責

せき
任
にん
があります。

　糸
いと
島
しま
市
し
では、「こどもの権

けん
利
り
」を保

ほ
障
しょう
し、『こどもにやさしいまち

づくり』を行
おこな
っていく約

やく
束
そく
として、「糸

いと
島
しま
市
し
こどもの権

けんりじょうれい
利条例」を

つくりました。

　「困
こま
ったな」「つらいな」と悩

なや
んだときは、家

か
族
ぞく
や学

がっ
校
こう
の先

せん
生
せい
など周

まわ
りの大

おとな
人に話

はな
し

て相
そう
談
だん
してください。

　また、糸
いと
島
しま
市
し
は、みなさんの悩

なや
みや困

こま
りごとを相

そう
談
だん
できる窓

まど
口
くち
を令

れい
和
わ
７年

ねん
４月

がつ
から

開
かい
設
せつ
します。悩

なや
んだときは、遠

えん
慮
りょ
せず相

そう
談
だん
してください。

いやなことを言
い

われる
仲
なか

間
ま

はずれにされる

家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じん

の
心
しん

配
ぱい

ごとがある

こどもだからと
意
い

見
けん

を聞
き

いて
もらえない

こ
ど
も
相そ

う

談だ
ん

窓ま
ど

口ぐ
ち

身
からだ

体のことで
心
しん

配
ぱい

がある

相
そうだんほうほう
談方法は４種

しゅるい
類あります。

相
そうだん
談しやすい方

ほう
法
ほう
でみなさんの

「困
こま
った」を相

そうだん
談してください。

❶ 電
でん
話
わ
で相
そう
談
だん
する　☎ 092-332-2140

❷ 「こどもの総
そうごうそうだんまどぐち
合相談窓口」で相

そう
談
だん
する

❸ 手
て
紙
がみ
で相
そう
談
だん
する

❹ パソコン、スマートフォン、タブレットで相
そう
談
だん
する

※上
うえ
のコードを

　読
よ
み取
と
ってください

「困
こま

ったな」「つらいな」どうしよう？

発
はっ
行
こう
：糸
いと
島
しま
市
し
子
こ
ども教

きょういくぶ
育部　子

こ
育
そだ
て支

し
援
えん
課
か
（☎ 092-332-2095）

〒 819-1117 糸
いと

島
しま

市
し

前
まえ

原
ばる

西
にし

１- １- ２

糸
い と

 島
し ま

 市
し
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む
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けんり

大人は、大切な

「こどもの権利」
を守ります

大人は、大切な

「こどもの権利」
を守ります

おとな たい せつ

けん り

まも

　こどもは、たくさんの権
けん
利
り
をもっています。

大
たい
切
せつ
なこどもの権

けん
利
り
を守るためにつくった「糸

いと

島
しま
市
し
こどもの権

けんりじょうれい
利条例」では、こどもの権

けん
利
り
の

なかでも次
つぎ
の５つを大

たい
切
せつ
な権

けん
利
り
としています。

　こどもの権
けん
利
り
は、生

う
まれたときから全

すべ
ての

こどもが持
も
っている大

たい
切
せつ
なものですが、『権

けん

利
り
』と『自

じぶんかって
分勝手』は違

ちが
います。ルールを破

やぶ
って

自
じぶんかって
分勝手にふるまうことは権

けん
利
り
ではありません。

　例
たと
えば、遊

あそ
ぶ権

けん
利
り
があるからといって、道

どう

路
ろ
の真

ま
ん中
なか
で遊
あそ
んで良

よ
いわけではありません。

また、考
かんが
えを表す権

けん
利
り
があるからといって、

相
あい
手
て
を傷

きず
つける言

こと
葉
ば
を言

い
って良

よ
いわけではな

いのです。
　「こどもの権

けん
利
り
」は、あなただけがもつもの

ではありません。他
ほか
の人

ひと
と権

けん
利
り
がぶつかった

ときは、話
はな
し合

あ
いなどでお互

たが
いの考

かんが
えを調

ちょうせい
整す

る必
ひつ
要
よう
があります。こどもの権

けん
利
り
は、一

ひと
人
り
だけ

でなく、全
すべ
てのこどもにとって大

たい
切
せつ
であり、お

互
たが
いに尊

そんちょう
重すべきものです。［条

じょうれいだい

例第3条
じょう

］

　こどもの権
けん
利
り
を守
まも
るということは、 こどもが求

もと
めること全

すべ
てを無

むじょうけん
条件に容

よう
認
にん
することではありません。

　こどもの発
はっ
達
たつ
や成
せいちょう
長に応

おう
じて、 こどもにとって最

さい
善
ぜん
の利

り
益
えき
を考
かんが
える必

ひつ
要
よう
があります。その際

さい
には、大

おとな
人が

一
いっぽうてき
方的にこどもに関

かん
することを決

き
めつけることなく、こどもの意

い
見
けん
を聞

き
き、尊

そんちょう
重し、説

せつ
明
めい
することが必

ひつ
要
よう
です。

・こどもが愛
あい
されて育

そだ
つ環
かんきょう
境をつくります。

・こどもが自
じ
分
ぶん
の考
かんが
えで成

せいちょう
長できるよう支

し
援
えん
します。

・こどもが安
あん
心
しん
して遊

あそ
んだり、学

まな
んだりして成

せいちょう
長で

きるような環
かんきょう
境をつくります。

・地
ちいきぜんたい
域全体で、こどもを見

み
守
まも
り、支

ささ
えます。

・こどもの権
けん
利
り
を大
たい
切
せつ
にする大

おとな
人を増

ふ
やし、

こどもが暮
く
らしやすいまちづくりに協

きょうりょく
力し

ます。

・こどもにやさしいまちになるよう、糸
いと
島
しま
市
し

こども計
けい
画
かく
をつくり、こども計

けい
画
かく
には、こ

どもの考
かんが
えを反

はん
映
えい
します。

・大
おとな
人が約

やく
束
そく
を守
まも
れるよう支

し
援
えん
します。

・こどもの権
けん
利
り
が広
ひろ
く理

り
解
かい
されるよう周

しゅう
知
ち
・

啓
けい
発
はつ
します。

・こどもと子
こ
育
そだ
てをする大

おとな
人を応

おう
援
えん
します。

・子
こ
育
そだ
てする人

ひと
が働
はたら
きやすい会

かい
社
しゃ
にします。

・安
あん
心
しん
して過

すご
ごす場

ば
をつくります。

・自
じ
分
ぶん
と同
おな
じように、自

じぶんいがい
分以外の人

ひと
を大
たい
切
せつ

にするよう学
まな
ぶ機

き
会
かい
をつくります。

・学
がっ
校
こう
などのきまりついて、こどもの意

い
見
けん

を聴
き
くしくみをつくります。

・困
こま
っているこどもが安

あん
心
しん
して過

す
ごしたり、

学
まな
べるよう他

ほか
の人
ひと
たちと協

きょうりょく
力します。　　　

・安
あん
全
ぜん
に安
あん
心
しん
して暮

く
らせます。

・教
きょういく
育など、成

せい
長
ちょう
するため様

さま
々
ざな
な支

し
援
えん
を受

う
けら

れます。
・いじめられたり、暴

ぼうりょく
力を受

う
けたりしません。

・自
じ
分
ぶん
の意

い
見
けん
や気

き
持
も
ちを自

じ
分
ぶん
なりの方

ほう
法
ほう
で

表
あらわ
すことができ、尊

そんちょう
重されます。

・こどもに関
かん
係
けい
あることをする場

ば
に参
さん
加
か
する

ことができます。

・休
やす
んだり、遊

あそ
んだり、スポーツや文

ぶんかてき
化的・

芸
げいじゅつてき
術的・社

しゃかいてき
会的な活

かつ
動
どう
ができます。

・人
じん
種
しゅ
、国
こく
籍
せき
、見

み
た目

め
、性
せい
別
べつ
、言
げん
語
ご
、宗
しゅうきょう
教、意

い

見
けん
、障
しょう
がい、経

けいざいじょうきょう
済状況、学

がくりょく
力、年

ねん
齢
れい
、出
しゅっせい
生や

社
しゃかいてきみぶん
会的身分などの理

り
由
ゆう
で差

さ
別
べつ
されません。

・こどもに関
かん
係
けい
があることをするときには、

「何がこどもにとって一
いち
番
ばん
良
よ
いことか」を第

だい

一
いち
に考
かんが
えて、説

せつ
明
めい
してもらうことができます。

・安
あん
全
ぜん
な環
かんきょう
境で安

あん
心
しん
して育

そだ
つために、プライ

バシーが守
まも
られます。

考
かんが

えてみよう！
「こどもの権

け ん

利
り

」
いのちが守

ま も

られ、
自
じ

分
ぶ ん

らしく成
せ い

長
ちょう

できる権
け ん

利
り

［条
じょうれいだい

例第4条
じょう

］

「こどもの権
けん　り

利」
ってなんだろう？

「こどもの権
けん　り

利」
を守

まも

るために
大

おとな

人の役
やく　わり

割

考
かんが

えを表
あらわ

したり、
参
さ ん

加
か

することができる権
け ん

利
り

［条
じょうれいだい

例第7条
じょう

］

休
や す

み、自
じ

由
ゆ う

に過
す

ごすことが
でき豊

ゆ た

かに育
そ だ

つ権
け ん

利
り

［条
じょうれいだい

例第6条
じょう

］

差
さ

別
べ つ

されない権
け ん

利
り

［条
じょうれいだい

例第5条
じょう

］

こどもに最
もっと

も良
よ

いことが
第
だ い

一
い ち

とされる権
け ん

利
り

［条
じょうれいだい

例第8条
じょう

］

学
がっ

校
こう

、保
ほ

育
いく

所
しょ

、幼
よ う

稚
ち

園
えん

などの人
ひと

たち
［条
じょうれいだい

例第13条
じょう

］

保
ほ

護
ご

者
しゃ

（家
か

族
ぞく

など）［条
じょうれいだい

例第10条
じょう

］

地
ち

域
いき

の大
おとな

人たち［条
じょうれいだい

例第11条
じょう

］

糸
いと

島
しま

市
し

［条
じょうれいだい

例第9条
じょう

］

事
じ

業
む

所
しょ

などの人
ひと

たち
［条
じょうれいだい

例第12条
じょう

］

考
かんが

えてみよう！「こどもの権
け ん

利
り

」を守
ま も

ること


